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保護者の皆様 

練馬区立南田中小学校 

校長  原田  知樹 

               生 活 指 導 委 員 会 

南田中小学校「学校生活のきまり」について 

１ 各種届出 

① 欠席の届出について 

・ 連絡帳に欠席理由を明記し、地区班カードに書いてある友達に預けてください。 

原則として電話連絡はご遠慮願います。 

・ やむを得ず電話連絡をする場合は、学年・組・欠席理由をはっきり伝えてください。 

 

② 体育見学届けについて 

・ 連絡帳に見学理由を明記してください。 

 

２ 病気・けがによる早退の取り扱い 

・ 担任、または養護教諭が家庭に連絡をしますので、保護者の方に迎えに来ていただき

ます。子供を確実に保護者の方に引き渡します。留守宅に帰すことや一人で帰すことは

しません。 

 

３ 家庭の都合による早退・遅刻の場合の取り扱い 

① 早退の場合 

・ 連絡帳に早退予定時刻・早退理由を明記し、朝のうちに担任に提出します。 

・ 必ず、家の人が迎えに来てください。確実に保護者の方に引き渡します。 

 

② 遅刻の場合 

・ 安全上、必ず保護者が付き添って登校し、教室まで行って確実に児童を担任に引き 

渡してください。一人で登校させることはしないでください。 

 

４ 保護者会その他への欠席届  

・ 連絡帳に書いて担任へ提出します。  

 

５ 子供の持ち物について 

① 校帽 

・ 必ずかぶらせてください。（安全上大事です。） 

② 上履き 

・ 前とかかとに名前を書きます。（名札の代わりになります。記入例を参考にしてく 

ださい。） 

＊ 学校の上履きを借りた場合は、必ず洗って返してください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学習用具 

・ 筆箱の形状や中身が、学年が進むに従って乱れてきている傾向が見られ、児童が 

学習に集中できなくなってしまうことがあります。 

学習道具は、入学当初にお知らせしたものが基本となります。学習に集中して取り 

組めるようにするためにもご協力をお願いいたします。 

 

   【筆 箱】   ・ 箱形で鉛筆が１本ずつ入れられる物 

＊ 缶製やプラスチック製の物は、音がするので不可です。 

＊ ファスナー付きの物（大きさは箱型に近く、形状は学習に 

ふさわしい物）は、筆箱の中の物が自分で管理できる場合のみ 

（原則、５年生から）とします。 

              必要があれば、購入前に担任にご相談ください。 

【筆箱の中身】 ・ ２ＢかＢの鉛筆４～５本 

・ 赤鉛筆か赤青鉛筆 １本 

・ 消しゴム（無臭で色や形が派手でなく、消えやすい物） 

・ 定規（１０～１５ｃｍくらいで透明の物、折りたたみ式は不可。 

１年生は必要ありません。） 

・ ネームペン 

            ＊ ボールペンやシャープペンについては、担任の指示があった時 

             だけ、持ってくることができます。 

 

・ 連絡袋は、プリント類が落ちないようにファスナー付きにしてください。 

・ 算数の学習道具と算数袋 

＊ 各コースで共通した指導をしやすくするため算数で使用する三角定規、コンパス、 

分度器は、学校で一括購入します。購入時期は、以下の通りです。 

【三角定規→２年生２学期９月、コンパス→３年生２学期１１月、分度器→４年生１学期４月】 

＊ ２～６年生は、三角定規、コンパス、分度器を袋に入れて教室移動するため、算 

数袋の準備をお願いします。袋の大きさは、縦２０㎝、横１５㎝程度です。机の横 

に下げたときに床につかない長さ（ひもの端から袋の底までが３０～３５㎝程度） 

になるようにしてください。 

★ 学習に関係のないものは持ってこないことになっています。飾りも同様です。 

ランドセルや校帽、筆箱などに、キーホルダーやマスコットなどの飾りなどが付い 

ていないか、お子さんと確認してください。 

★ 保護者の方が、どうしても学校へ持たせたい物があるときは、必ず連絡帳にて 

担任に連絡してください。個別に対応させていただきます。 
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④ その他の持ち物 

・ 授業（音楽、図工、図書は必ず）で使用する手さげ袋。横３５㎝×縦３５㎝（下げ 

た状態で袋の下部から）の大きさが目安です。低学年は、他にも週末に荷物を持ち帰 

るための袋があると便利です。 

・ インフルエンザや胃腸炎の予防のためにマスクを着用することがあります。 

ランドセルに３～４枚、常備しておいてください。 

・ カイロは学校では使用しません。また、リップクリームやハンドクリームも学校で 

は使用しません。どうしても必要な場合は、連絡帳にてご連絡ください。その際、無 

味無臭の物にしてください。 

・ 急な集団下校などに備えて、外履き（長靴）が入る持ち手のついたビニール袋を、 

ランドセルのポケットに常備し、いつでも使えるようにしてください。袋には必ず、 

学年、組、名前を書いてください。 

・ 水筒は保護者が必要と判断した場合、年間を通して持ってきて良いものとします。 

但し、中身は、水かお茶に限ります。また、水筒の管理は自分で責任を持ってできる 

ようにご指導ください。 

★ 全ての持ち物に必ず記名してください。記名されていない物がとても目立ちます。 

 

⑤ 忘れ物 

・ 家に忘れ物をした場合、取りに帰ることはさせません。学校に忘れ物をした時も 

取りに来られません。 

＊ どうしても必要な時は、保護者と一緒に来て、玄関で施設管理員さんに断ります。 

「時間外入校者受付名簿」に記入したあと、必ず保護者の方も教室まで一緒に行く 

ようにしてください。その際、職員室にも一声、おかけください。 

 

６ 衣服 

① 通常の服装について 

・ 校帽をきちんとかぶる。 

・ 動きやすい服装を心がける。（学校に来るときは、安全面と学習のしやすさを第１ 

に考えてください。） 

・ 学校に来たら、コートやマフラー、手袋は脱ぐ。 

＊ 登下校時にポケットに手を入れて歩くのは危険です。寒い場合は必要に応じて 

手袋を着用させてください。 

＊ ジャンパーやコートなど厚手の上着は、校舎内では脱ぐように指導しています。 

★ 全ての衣類に、必ず記名してください。 

 

② 体育時の服装について 

・ レギンスやタイツ、ニーハイは履きません。靴下でお願いします。 

・ 校庭での体育がある日には、運動しやすい靴で登校させてください。 

・ 体育着の下に、肌着の着用は良いこととします。 

＊ 体育着の袖やズボンからはみ出すような長さの物は着用できません。 

・ 気温の状況により、体育授業中に上着（トレーナー）を着ることがあります。体育 

授業用のトレーナーをご用意ください。（上着は安全上、フードやファスナー、ボタ 



ンの付いていない物、セーターではない物、色は華美でない物、サイズは大きすぎず、 

袖と裾にゴムの入っている物をご用意ください。） 

・ 体育着（紅白帽子も含む）を忘れたときは、原則として授業を見学とします。ただ 

し、記録や評価など、やむを得ない事情がある場合に限り、体育着に準ずる服装や 

安全面が確保できる服装で参加する場合があります。 

＊ 紅白帽子のゴムが伸びたり、切れたりした場合は、付け直しをお願いします。 

 

７ 地区班カード（黄色い紙）について 

・ 地区班カードに書かれている友達に連絡帳を預けるようになりますので、家庭で記入 

をして連絡袋に貼るようにしてください。 

 

８ 登下校 

① 集合場所・通学路 

・ 集合時刻を守り、保護者の方や友達に挨拶をしたら静かに待ちます。 

＊ 登校班での登校ができない場合は、必ず、地区委員か班長に連絡します。 

・ 決まっている通学路を守って登下校します。 

 

② 登下校時の安全について 

・ 通学路の右側または路側帯（白線内）を１列になって歩きます。 

・ 低学年を前にして、間をあけないように並んで歩きます。 

・ 他の班と並んで歩いたり、追い越したりしません。 

・ 自動車に注意し、特に曲がり角では気を付けます。 

・ 学童擁護の方に、元気に挨拶をします。 

 

９ その他 

① 宿題 

・ 学習内容を正しく理解し定着を図るため、宿題（解答が明確なもの）の〇付けを 

保護者の方にお願いしています。 

② 休み時間 

・ 外遊びをします。 

・ 雨天時は室内遊びとし、静かに過ごします。 

③ 給食 

・ 使った白衣は週末に持ち帰ります。洗濯をして翌週の初めに持ってきます。給食 

当番は、マスクを持参します。 

④ 放課後 

・ 校庭開放には、１度家に帰ってから歩いて来る。自転車には乗って来ません。 

 

児童が安全に安心して、学校生活を送るための大切な約束です。改めて、

各ご家庭で保護者の方がお子さんと一緒に確認してください。  

ご理解とご協力をお願いいたします。  

 


